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詳しい手続きなどに
ついては、各施設か
らの案内文や市ホー
ムページ、次月号の
広報紙などで随時

お知らせ
します。

「
食
」
を
学
ぶ

　

毎
日
、
何
気
な
く
口
に
す
る
食
べ
物
。

一
年
中
お
店
で
売
っ
て
い
る
野
菜
に
も
、

栄
養
た
っ
ぷ
り
の
旬
の
時
期
が
あ
る
こ

と
や
、
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
に
ど
ん
な
過

程
が
あ
る
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

食
育
と
は
、
食
べ
る
こ
と
や
食
べ
物

へ
の
関
心
を
高
め
、
正
し
い
知
識
や
情

報
を
選
択
す
る
力
を
身
に
付
け
、
生
涯

に
わ
た
り
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き

る
人
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

「
食
」
の
プ
ロ
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

市
で
は
、
食
育
活
動
を
広
め
る
た
め
、

学
校
や
町
内
会
な
ど
の
地
域
の
要
望
に

応
じ
て
、
食
の
専
門
家
な
ど
を
講
師
と

し
て
紹
介
す
る
「
食
育
推
進
サ
ポ
ー

タ
ー
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
図
）

食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

作
物
を
育
て
る
技
術
、
郷
土
料
理
の

作
り
方
、
栄
養
・
健
康
の
こ
と
な
ど
、

食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や
知
識

を
持
つ
個
人
や
企
業
、
グ
ル
ー
プ
が
食

育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
、
依
頼
内
容
に
適
し

た
サ
ポ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
学
校
で
の
豆
腐
作
り
教

室
や
、
食
と
農
業
に
関
す
る
講
習
会
の

開
催
、
農
作
物
の
収
穫
体
験
な
ど
の
活

動
依
頼
が
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
４
８
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
食
の
大
切
さ
を
子
ど
も
に
教
え
た

い
」「
栄
養
相
談
に
乗
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
食
に
関
し
て
学
ん
で
み
た
い
人

は
、
食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

原
則
、
費
用
は
無
料
で
す
が
、
材
料

費
な
ど
の
実
費
は
依
頼
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
農
政
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
も
食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー

に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

食
育
活
動
の
推
進
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
個
人
・
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割

を
理
解
し
、
協
力
い
た
だ
け
る
人

は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の
食

育
活
動
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
農

政
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
食
材
や
郷
土
料
理
の
ほ
か
、
食
の
栄
養
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
食
育
推

進
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
は
、
食
に
関
す
る
学
び
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

農
政
課
（
川
西
町
基
線
61
、
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内
、
☎

59
・
２
３
２
３
）

問
い
合
わ
せ

学
ぼ
う

「
食
」の
こ
と

食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

と
か
ち
マ
ル
シ
ェ
（
詳
細
９
頁
）

に
、
食
育
推
進
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を

出
展
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

学
校
や
町
内
会
な
ど

学
校
や
町
内
会
な
ど

食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー

食
育
推
進
サ
ポ
ー
タ
ー

帯広市帯広市
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調整・
依頼
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検 索帯広市�無償化

管理栄養士による離乳食に関する教室の様子

ご当地ヒーロー�ジバサンダーによる食育ステージイベント

幼
稚
園
な
ど
の

利
用
料
が
無
償
化

10
月
か
ら
開
始

　

10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育
に
関
わ

る
利
用
料
の
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す
。

（
表
）

対
象
者

▽
３
～
５
歳
ま
で
の
子
ど
も

▽
０
～
２
歳
ま
で
の
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
子
ど
も

こ
ど
も
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
５
９
）

問
い
合
わ
せ

区分 対象サービス 対象者 月額利用者負担額

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
を

利
用
す
る
子
ど
も

幼稚園、保育所および
認定こども園の利用料

３〜５歳（小学校就学前まで）
※�幼稚園、認定こども園の教育利用の子ど
もは、満３歳から対象

０円
【�私学助成幼稚園は、月額2万
5700円を超えた額】

※�副食（おかず、おやつ）の費用は実費
負担となります（注１）

０〜２歳の住民税非課税世帯 ０円

幼稚園、認定こども園
の預かり保育の利用料
（注２）

３〜５歳（小学校就学前まで）
※�満３歳になった日から次の３月31日まで
の子どもは、住民税非課税世帯のみ対象

1万1300円を超えた額（注３）
※�満３歳になった日から次の３月31日ま
での子どもは、1万6300円を超えた額

０〜２歳の住民税非課税世帯 1万6300円を超えた額（注３）

上
記
施
設
を
利
用

し
な
い
子
ど
も

認可外保育施設、認可
保育所の一時保育事業、
病児保育事業、ファミ
リーサポートセンター
事業などの利用料
（注２）

３〜５歳（小学校就学前まで） 3万7000円を超えた額

０〜２歳の住民税非課税世帯 4万2000円を超えた額

表　対象者と月額利用者負担額

図　食育サポーター事業の流れ

（注１）�年収360万円未満相当世帯の子どもと第３子（幼稚園・認定こども園【教育利用】の場合は、小学校
３年生から数える。認可保育所・認定こども園【保育利用】の場合は、就学前児童から数える）以降
の子どもは、副食の費用が免除されます。

（注２）保育の必要性があることの認定が必要です。
（注３）利用日数に応じて月額の上限額は変動します。（450円×利用日数）


